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BV計で計測しているもの

①ΔBV 循環血液量変化率

②PRR プラズマリフィリングレート

③再循環率測定



ΔBVとは
•ΔBVとは循環血液量変化率を表しています。

•ΔBV(%)＝（透析開始時のHt÷今のHt）ー１×
１００

•透析中に除水をして、血液がどれくらい濃縮し
てきているのかをモニターしてくれています。

•BV計について説明する前にもう１度、除水について
ふれたいと思います。



除水のメカニズム
①除水するにはダイアライザを通過した血液から水分を除去し
ます。

②その結果、ダイアライザから体に戻る血液が濃縮します。

③体の血液が徐々に濃縮していきます。

④血清蛋白濃度が上昇することにより、血管内の膠質浸透圧が
上昇します。

⑤膠質浸透圧が上昇することで、血管外から血管内へ水の移動
が起きます。

（これを膠質浸透圧較差による水の移動といいます。）

⑥その他にも除水によって循環血液量が減少することで、毛細
血管内圧が低下し、血管外から内へ水をひきこむ、静水圧較差
による水の移動があります。

⑦この一連の流れを連続的に繰り返し、溜まっていた水分を除
去していくことを除水といいます。



リファレンスエリア上限

リファレンスエリア下限
ΔBV



リファレンスエリアとは

ΔBVには上限と下限のエリアを設定しています。

そのエリア内にΔBVが推移していれば適正な
DWだと考えられています。

リファレンスエリアの決定には、前体重と総除
水量から求められます。

前体重１％を除水する場合のリファレンスエリ
アはー1.75～－3.75％くらいだと考えられてい
ます。



中２日の火曜日。
体重増加があり＋3.4ｋｇ
で来院されています。
総除水量は3700ｍｌでし
たが3000ｍｌまで除水し
透析を終了しています。
透析中の血圧低下はなく
経過しています。



リファレンスエリア上限

リファレンスエリア下限 ΔBV

－9.4％

－20％
－11.9％

4/25（火） ○○さんの透析



木曜日、＋2.0ｋｇ増加で
来院されています。
総除水量は2800ｍｌでし
たが、2600ｍｌまで除水
をしています。
0.2ｋｇ残りの設定でした
が、止血中に下肢つりが
みられています。



4/27（木） ○○さんの透析

リファレンスエリア上限

リファレンスエリア下限
ΔBVー13.8％

－7.0％

－15.5％



土曜日、＋1.8ｋｇ増加で
来院されています。
総除水量は2200ｍｌでし
た。透析３時間経過した
時に血圧低下があった為
除水を停止しています。
3.5時間経過した為、透析
を終了し0.2ｋｇ残りで帰
宅されています。



4/29（土） ○○さんの透析

リファレンスエリア上限

－5.3％

リファレンスエリア下限
－11.8％

ΔBVー11.3％

除水OFF



中２日の火曜日。
先週はDWまで除水が
出来ませんでした。
透析中の血圧も低いた
めDWが0.3ｋｇ上がり、
54.3ｋｇになっていま
す。
本日はDWまで除水が
出来ています。
透析中の血圧低下もみ
られませんでした。



5/2（月） ○○さんの透析

リファレンスエリア上限

－5.2％

リファレンスエリア下限
－11.5％

ΔBVー11.5％



ここのところ食欲がない
△△さん
4/3 Alb 3.0g/dl 
4/17 Alb 3.0g/dlでし
たが、
5/8 Alb 2.8g/dlへ低下
していました。

透析中の血圧が130～150
台で経過していますが、
ΔBVの推移は・・・



リファレンスエリア上限

－1.9％

ΔBVー1.5％

リファレンスエリア下限

－4.5％



5/23（火）□□さんの透析
記録です。
本日よりDWが-0.2ｋｇさ
れて68.2ｋｇになりました。
総除水量が5200ｍｌですが、
５時間透析で4400ｍｌの除
水をしています。



ΔBVー8.4％

リファレンスエリア上限

－13.1％

リファレンスエリア下限－26.5％



PR プラズマリフィリング

透析は血管内から水分を除去し除水をしています。
血管外→内に水分移動を繰り返し除水を行ってい
ます。
この水の移動をプラズマリフィリングといいます。
プラズマリフィリングにはその時の除水速度がと
ても重要になります。透析中の除水速度が早すぎ
るとプラズマリフィリングが追い付かずに血管内
脱水を起こしてしまいます。
その結果、血圧低下や下肢つりなどの症状を起こ
してしまいます。ＢＶ計ではＰＲがリアルタイム
で表示されています。
その時の除水速度とＰＲを比べ、安全に透析が出
来ているかの１つの指標となります。



リファレンスエリア上限－10.1％

ΔBVー10.3％

リファレンスエリア下限－21.2％

除水速度870ml/h



5/10 ●●さんの透析記録で
す。
HD前に胸部レントゲンを撮影
しています。CTRからDWが-
0.3ｋｇされ91.7ｋｇへ変更さ
れています。

透析３時間経過した時にＢｐ
100まで低下した為除水をとめ
ています。除水をとめてから
血圧の上昇があった為、減圧
しながら４時間透析を行いま
した。
回収後、上体UPにて血圧が１
４０ありましたが体重測定時
に直立不動になってしまい車
椅子へ移動をしていました。



リファレンスエリア上限－4.7％

ΔBVー10.4％

リファレンスエリア下限 －10.2％

除水速度760ml/h

除水OFF

減圧



再循環率測定

BV計では再循環率測定の測定も行えます。

再循環については別の機会に勉強会の
テーマにしたい為、お待ちください。



本日のまとめと感想

•ΔBVの推移を継続してみることでDWの評
価の指標になると思いました。

•ΔBVとPRをみながら除水速度の調整をす
ることで安定した透析ができると思いまし
た。

•透析3時間以降（後半）に血圧低下がおき
ていることが多いため、注意が必要だと思
いました。

•ＢＶ計を読み解くには知識と経験が必要だ
と思います。今後もたくさんの症例をみて
いき分析力の向上に努めていきたいです。



参考文献

•透析ケア2020年8月号 DWと体液量管理

•透析ケア2022年１１月号 DW超入門

•透析会誌43（11）：909～917.2010

透析中の循環血液量モニタリングにより新しいDW設定法の評価

吉田泉
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